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文請書」（同年４月20日付け）が残る。い

ずれも荒木賢治又は荒木建築事務所宛と

なっており、荒木がエレベーター設置工事

を担当したことが確認される。柏木工務所

によるエレベーター設置に際しての電気工

事見積書（同11年４月28日付け）も残さ

れている。

このことから、エレベーター設置のため

に改修図面（４枚）が作成され、同時期に

全体平面図（大正期平面図）も荒木建築事

務所によって作成されたものと考えられ

る。昇降機の発注書類からエレベーター設

図４　エレベーター入口詳細図

図５　エレベータ断面詳細図
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置は大正11年頃になされたことが分か

る。この人員用エレベーターは現存してお

らず、戦後の改修において配膳用昇降機に

改修されている。

以上のような大正11年頃の改修の契機

となる事象として、村井の再婚が想定され

る。大正５年（1916）に創業時から苦楽

を共にした宇野子夫人を亡くし、翌６年に

日野薫子と再婚している。薫子夫人は公家

の家柄である日野家の令嬢であり、宮中に

も出仕した。薫子夫人の容色は殊に評判

で、亀井至一が描いた絵画の題材ともなっ

ている 19）。村井はこの作品と同内容の絵画

を購入し、長楽館２階の西寝室に飾ってい

たことが古写真から確認される（前掲千木

良論文参照）。

薫子夫人を迎えるに際し、長楽館におい

ても室や設備を整えた可能性が推測され

る。エレベーターの設置もまた、そうした

生活空間を整えるための装置であると考え

られる。加えて、村井吉兵衛は糖尿病を患

い、大正10年１月に片足を切断しており
20）、この点もエレベーターの設置に影響し

た可能性も考えられる。こうした契機を含

め、明治期に建築された迎賓館的施設の設

備的なアップグレードが進められたものと

考えられる。

■昭和３年以降の改修（村井の死去～現在）

大正15年（1926）、村井吉兵衛が死去

する。翌昭和２年（1927）には昭和恐慌

の煽りを受けて村井銀行が閉鎖され、長楽

館の不動産は昭和銀行の管理下となった。

その後、昭和12年（1937）に実業家藤井

善助が譲り受け、「藤井斉成会有鄰館第三

館」として美術館施設に用いられた。この

際の改修の有無については不詳である 21）。

昭和21年（1946）にはGHQに接収さ

れ、同24年頃に解除される。昭和29年

（1954）に土手富三氏が不動産を購入し、

以降、ホテル長楽館として活用した。ホテ

ル と し て の 活 用 に 際 し て、 昭 和43年

（1968）頃に１階温室の内装を改修し、同

時期に２階開廊にガラスを入れて室内化す

る改変が行われたことが確認される。

４　各室の性格とその変遷

本章では資料を基に各室の用途を考察

し、その中で変遷が見られる室について指

摘する。

各室の用途を知ることのできる資料とし

て、竣工アルバムに付されたキャプショ

ン、大正期平面図中の室名記載（各階ごと

に示したものが図６～９）を用いることが

できる。この他、村井家の作成した「長楽

館什器備品台帳」があり、什器が配置され

た室名が記載されている。同台帳は作成年

代が不詳である。主として家具類などを対

象にしているため、和室である３階や地下

室に関する記載が見られない。台帳に記載

された室名は大正期平面図とほぼ一致して

おり、同時期以降の状況を示し、資産を手

放すに際して作成された可能性も高い。前

記資料から作成した室名対称表が（表２）

である。

各室の内装などの詳細については別稿

（前掲千木良論文）に譲り、ここでは長楽館

の主要な用途を果たす室について考察す

る。さらに、空間の性質の変更に関わると
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思われる室名変更や内装改修について述べ

る。

■地中室（地階室）の用途（図６）

地階部分は竣工アルバムにはほぼ掲載さ

れておらず、当初の用途は不明である。大

正期平面図では、厨房をはじめとするサー

ビスヤードとしての室用途が配置されてい

ることが分かる。

北西部分に厨房を置き、１階食堂脇の配

「竣工写真帖」
　　（明治期）

「荒木建築事務所図面」
　　（大正期） 「長楽館什器備品臺帳」

1 階 廣間 (Hall) 廣間 広間
應接室 (Reception Room) 應接室 應接室
客間 (Drawing Room) 客間 パーラー？
食堂 (Dining Room) 食堂 食堂
書斎 (Library) 書斎 書斎
球戯室 (Billiard Room) 球戯室 玉突室
温室 (Conservatory) 花卉室 温室

2 階 喫烟室 (Smoking Room) 支那室 支那室
廣間 (Upper Hall) 廣間 広間
貴婦人室 (Boudoir) 夫人室 夫人室
東客室  (Guest Room) 東寝室 東寝室
東南客室  (Guest Room) 南寝室 南寝室
美術室 (Museum) 北寝室 北寝室
西南客室 (Guest Room) 西寝室 西寝室
東浴室 (Bath Room No.1) 浴室
西浴室 (Bath Room No.2) 浴室
手洗所 (LaVatory)? 化粧室
開廊 (The South Veranda) 縁側
露臺 (The North Veranda) 露臺 露臺

3 階
（～ 4 階）

茶室（残月の間）
　(The Ceremony Room) 茶室（十帖）

座敷 (Drawing Room) 中座敷
扣室

客室 (Guest Room)? 次の間（十一帖）
上段之間（十一帖）
次の間（十五帖）

四階客室 (Guest Room)? 西座敷
次の間（八帖）
扣室（八帖半）
化粧室

四階浴室 (Bath Room No.3)? 浴室
女中和室

地下室 階下室 (Basement) －
執事室
貯蔵室
酒蔵室
食堂
石炭室

厨房 (Kitchen) 厨房

表２　室名表
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膳室への階段が設けられ、飲食供給の動線

が確保されている。東側には貯蔵室、酒蔵

室といったストック機能や、石炭室、食堂

（使用人用か）等が配される。西側部分には

サービス機能を統括する執事室が置かれ

る。

■１階室の用途（図７）

広間の東側に当たる客間は、ロココ様式

を採用し、壁面に洋画家・高木背水による

12枚の油彩画が嵌められている。自由の

女神（ニューヨーク）、ピラミッド（カイ

ロ）、二重橋（東京）など日本を含む世界の

図７　大正期平面図１階

図６　大正期平面図地中室
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が設けられている。球戯室（１階）と同様

に支那室は男性客用の重要な娯楽機能を果

たすものと考えられる。竣工アルバムでは

「喫烟室」と記されるが、前述したように大

正６年頃に龍の天井画が描かれるなどの内

装改修が施され、室名が変更されている。

内装に中国風の要素が強くなったことを示

している。

２階広間の東側には夫人室、寝室２室が

設けられている。夫人室は竣工アルバムで

は「貴婦人室」、大正期図面以降「夫人室」

と記載される。「夫人」が村井吉兵衛夫人を

指すのか否かは特定できないが、女性用の

空間であったことが分かる。

西側には寝室２室が配される。このうち

北寄りの「北寝室」は竣工アルバムでは

「美術室」と称しており、内部に陳列ケース

が配置されている。大正期において寝室の

増加が必要となり、用途が変更されたこと

が推測される。

この他、寝室に附属する浴室や化粧室が

設けられており、２階は宿泊機能を想定

し、大正期以降さらにその機能が強化され

たと言える。

■３階室の用途（図９）

前述したように３階は一段低い位置の

「茶室」の他、床レベルの差によって西側、

中央、東側の３つの和室空間のエリアに分

けられる。大正３年時の３階増築改修を経

たため、竣工アルバム中には室の特定が難

しい写真もある。竣工アルバムから、茶室

や中座敷は当初から接客空間として重要で

あったと推測される。

大正２年時の改修により、東側エリアに

名所画となっている 22）。客間の部屋名称

は、竣工アルバムでは「客間（Drawing 

Room）」とされ、大正期図面でも「客間」

と記載される。明治42年（1909）刊行の

雑誌『グラヒック』では「The parlour（大

談話室）、什器台帳でも「パーラー」と呼ば

れている 23）。このため軽い飲食を伴う休

憩・談話を目的とした用途の室であると考

えられる。

広間の西側には、ネオ・バロック様式を

基調とする食堂が配されている。竣工アル

バム、大正期図面ともに「食堂」と呼ばれ

ており、現在も食事空間が踏襲されてい

る。

一般的に上流階級の間で行われたヨー

ロッパ風の接客形式としては、食堂におけ

る会食の後、ドローイングルーム（客間）

へ移動して休憩や談話をすることがあげら

れる。長楽館においても客間と食堂は接

客・迎賓機能の主要な２室と考えられ、広

間を中心に東西の軸線で両室を結び、両室

のみ引き込み式扉を採用して幅広い開口部

を設けている。加えて花卉室（温室）や、

球戯室などの男性客向けの娯楽機能が配さ

れる。

一方、玄関脇には「應接室」と記載され

る室が見られる。マントルピースにはアー

ルヌーヴォー風の意匠、窓の戸袋にはセ

セッション風の装飾が見られる。玄関に最

も近く、１階では最も小さな室であるた

め、来賓の侍従者の待機や、事務的な接客

に供されたことが推測される。

■２階室の用途（図８）

１階広間から２階への途中に「支那室」
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５　まとめ

本稿では長楽館の建築的要素や改修履歴

の検証によって、その迎賓施設としての性

格を考察した。

長楽館の空間の使い分けとして、地階は

飲食提供をはじめとするサービスヤード機

豪壮な書院造の空間（上段の間、次の間）

が増築され、和風接客空間としての役割が

さらに強化されたと言えよう。３階という

奥まった位置に配するという点で、より強

い親密さを示す接客空間であったことも推

測される。

図９　大正期平面図３階

図８　大正期平面図２階
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これには屋根形状を変更する大掛かりな改

修を必要とした。

大正６年（1917）頃には支那室（旧喫

烟室）の内装が改修され、より中国風が濃

厚な意匠へ変更されている。大正11年

（1922）頃には、エレベーターが設置さ

れ、設備の近代化によるユーティリティー

の向上が図られている。さらに時期の詳細

は不明だが、大正11年頃までに、２階の

美術室が寝室へと変更され、宿泊機能が強

化された。このように、意匠的には和風、

中国風への傾斜を伴いつつ、設備の近代化

を含めた接客・迎賓機能が強化されてい

る。

村井が京都における迎賓館を意図したと

伝わるように、長楽館は明治末期に建築さ

れた邸宅建築として極めて充実した迎賓機

能を有する事例と考えられる。意匠の上質

さに加えて、空間のプランニングにおいて

も迎賓機能が強く意図されていたことが分

かる。建築後も幾度かの改修によって迎賓

機能を向上させていったことが確認され、

その重要性が改めて評価されよう。
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所蔵資料をご提供頂いた内海愛子様、川

田恭子様、現地調査にご協力頂いた株式会

社長楽館、様々なご指導を頂いた石田潤一

郎先生には、紙面を借りて深く御礼申し上

げます。

能を有した。１階では、会食・談話等の主

要な接客機能が意図されている。食堂によ

る会食、客間における談話を主たる機能と

して、その周囲には花卉室（温室）の鑑賞、

球戯室や支那室（喫烟室）における男性向

け娯楽機能が配置されている。２階は主に

宿泊機能を果たした。３階は茶室や座敷に

よる和式の接客機能を意図したと考えられ

る。

これらの接客空間には西洋の古典主義系

の諸様式の他、支那室（喫煙室）では中国

風を、和室では豪壮な書院造や数寄屋を用

いた意匠など、用途に合わせた使い分けを

意図したと言える。こうした用途に応じ

て、重要な室では天井高を高くするなどの

工夫が見られる。殊に大きな段差を伴う中

２階、中３階の空間を設けることで、劇的

な空間の演出が図られていることも興味深

い。用途に応じた空間を配置するため、床

レベルや天井高の操作を行う複雑な設計手

法は特筆すべき点であろう。一方、室に

よって窓框の高さを変えることで外観に現

れる開口部の配置を整えており、より外観

を重視していることが分かる。

次に、接客・迎賓機能を強化するため

に、各時期に改修がなされたことが確認さ

れる。大正３年には、大正御大典（大正４

年）での迎賓機能に対応するため、３階に

本格的な書院造の空間が設けられた。和風

空間の質的向上によって、海外からの賓客

への迎賓機能も強化されたと考えられる。

石
いしかわ

川　祐
ゆういち

一（文化財保護課　主任（建造物担当））
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